
駒ヶ根市文化財団奨励賞受賞者 

 

 平成 28 年度第 14 回「公益財団法人駒ヶ根市文化財団奨励賞受賞者」として、下記の２団

体を決定しました。 

記 

 

１ 受賞者    フォトクラブ光
こう

影
えい

  (団体) 

      代表者 赤羽信一(あかはねしんいち) 

     

    発足年月日 平成 8年 4月 1日      構成員数１２名 

 

  ［選考理由］ 

駒ヶ根市立赤穂公民館の教養講座「初心者カメラ講座」（平成 5年 4月～平成 8年 3

月）の受講生 28 名により平成 8 年 4 月 1 日に発足し、今年 20 周年を迎えました。現

在は 50 代から 70 代の男女 12 人が所属し、山岳写真でも著名なアマチュア写真家太田

秀男さんの指導を受けながら、定期的に赤穂公民館文化祭展、ギャラリー「道くさ」

展、昭和伊南総合病院ロビー展、サパー「河」展、駒ヶ根高原家族旅行村、こまくさ

の湯、中部電力ギャラリー展、伊那市立図書館などにおいて写真展を開催され、20 年

に亘り、山や高原、湖などの四季を捉えた風景写真を中心に活動されてこられました。

また、創立 10 周年の節目の際には、記念写真集を発刊されました。 

長年に渡り活動されてきた実績を称えるとともに、今後も引き続き活動を継続され、

写真文化の発展に寄与し、ますます発展されることを願い、奨励賞を贈ります。 

 

１ 受賞者   玉
ぎょく

駒
く

水墨画会  (団体) 

     代表者 小林直信 (こばやしなおのぶ) 

    

    発足年月日 平成 19 年 4 月 1 日      構成員数７０名 

 

  ［選考理由］ 

上伊那各地で故中山貞義さんの指導を受けていた水墨画愛好者が、これまで駒ヶ根

市立赤穂公民館をはじめ、駒ヶ根市立東伊那公民館、伊那公民館、伊那市社会福祉協

議会、いなっせ、日影公民館など上伊那各地でそれぞれが別々に活動されている中で、

平成１８年９月の「日本墨絵展」反省会の際「各地の教室が連携して発表会を」とい

う声をきっかけに、年 1 回それぞれの教室から作品を持ち寄り、平成 19 年に第 1 回作

品展を開催されて以来毎年開催し、平成 28 年には 6 号から 10 号を中心に 30 号以上

の大作、軸装など 130 点が並んだ「第 10 回玉駒水墨画展」を駒ヶ根市立赤穂公民館

講堂において開催されました。 

水墨画という派手ではない世界で活動されておられますが、市内外に文化的な影響

を与えて来られた実績をたたえるとともに、今後も研鑽を積まれ継続発展されること

を祈念し、奨励賞を贈ります。 


